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＜外来より情報提供＞

· 秋山　和子様～雪が降り、道が混雑するため薬を2週間分出してほしいと主治医に話すが、バス利
　　　　　　　用にて通院可能であることを説明し、1週間分処方となっている。咽頭痛等の訴え
　　　　　　　あり、本人インフルエンザではないかと心配しているが、検査したところインフル
　　　　　　　エンザではないことを本人に伝え、風邪薬（PL顆粒）5日分処方となる。

· 其田　淑子様～血液検査の結果、前回よりコレステロール値やや改善され、他も特に異常はない。
　　　　　　　睡眠状況について確認し、主治医より「精神状態について周囲から何か言われるこ
　　　　　　　とはありませんか」と聞くと、本人「ありません」と話す。

· 溝越　キク様～服薬について本人は「キチンと飲んでいる」と話す。依然、血圧が高めであるため、
　　　　　　　引き続き血圧記録（1日2回）を続けるよう主治医より助言がある。

· 加藤　大介様～年明けから仕事（アルバイト）を探そうと思っている、と話す。希望の職種を問う
　　　　　　　と、パチンコ店（以前、働いた経験がある）かコンビニを考えているとのこと。

· 神山　和典様～現在、身長１８０cmに対し体重８４kgと太り気味であるため、食事面や運動面に
　　　　　　　気をつけるよう主治医より助言がある。

＜利用者様情報＞

· 下妻　康貴様～本人がストレスを感じているというナイトケア女性メンバーについて、最近の本人
　　　　　　　のストレス度や状況を確認。ストレス度について「５０％くらい」と前回面談時か
　　　　　　　ら変わりないとのこと。相手からは依然週５回ほど電話がかかってきているが、少
　　　　　　　し時間が短くなったような気がする、と話す。また、時々「今から風呂に入るから」
　　　　　　　といった理由で自分から通話を終える方法を使っているという。電話の内容につい
　　　　　　　て「今まで何をしてたの？」などと私生活を詮索されるのが嫌だ、というが、今後
　　　　　　　は「明日、仕事があるから」などという方法で、夜の度々の電話が困ることを相手
　　　　　　　に遠まわしに伝えてみる、とのこと。
　　　　　　　ナイトケア内では、少し距離を置くようにしているという。今後も、本人と女性メ
　　　　　　　ンバーの関係状況や本人のストレス度について、定期的に面談していく。

· 井畑　光湖様～本日、スタッフに「ＳＷ室の特定男性スタッフに手紙を渡したいので、行ってきて
　　　　　　　もいいですか」と話してくる。プログラム中であったため、行くのであれば昼食後
　　　　　　　の休憩時間に、と伝えるが、昼食前にスタッフに断りなくＳＷ室へ行き、相手が不
　　　　　　　在であったため他スタッフに手紙を渡してほしいと頼み置いてきた、とのこと。本
　　　　　　　人とデイケアスタッフとで面談し、本人の言動が冷静さを欠いていること、スタッ
　　　　　　　フはあくまでスタッフとして利用者に対応するのであって、個人的な感情は持ち得
　　　　　　　ないことを説明。本人「男性と話がしたいと思った」「少し突っ走ってしまったと
　　　　　　　思う」と振り返り、「落ち着いて考えてみます」と話す。
　　　　　　　今後、本人が十分に理解・納得できるよう助言対応するとともに、主治医・外来・
　　　　　　　ＳＷ室など各関係機関と情報共有することとする。
　　　　　　　また、現在母も精神状態が不安定であるため、家族への連絡は本人と話し合った上
　　　　　　　で行うこととする。

＜第３回　就労前準備段階プログラムについて＞

本日、参加希望者を対象に説明会を開催。プログラムの目的、ルール、内容、スケジュール等を説明し、希望する方は面談を実施し、参加が適切かどうかをスタッフと話し合う。また、本日通所日ではない参加希望者（庭野弘樹様）については、後日説明を行う。

· 佐藤　朗子様～第２回にも参加しているが、今回はより実践的な内容（電話対応や就職面接のロー
　　　　　　　ルプレイなど）を盛り込んでいるため、ぜひ参加したい、と話す。

· 麦沢　守　様～「今まで、就職してもなかなか続けられず、何度も失敗してきた。自分がどういう
　　　　　　　仕事に向いているのか、また仕事を続けるにはどうしたらいいのか分からない」と
　　　　　　　話す。プログラムには参加してみたいと言うが、通所の交通手段について不安があ
　　　　　　　るいう。電車・バスを利用すると片道1,000円以上かかり、経済的に無理だとのこ
　　　　　　　と。また、自分で運転しての通所は原則禁止であるため、再度バス路線等を確認し、
　　　　　　　通所方法について考えてみるとのこと。

· 川口八寿子様～説明会には参加していないが、終了後「説明会参加者から資料を見せてもらい、参
　　　　　　　加してみたいと思った」とスタッフに話してくる。来年度から医療費などの出費が
　　　　　　　増えるため、働いて収入を得たいと話す。しかし、家族からは「以前、仕事をした
　　　　　　　せいで病状が悪くなったため、今後は絶対に働くな」と言われているとのこと。も
　　　　　　　しプログラムへの参加を希望するのであれば、プログラムの内容等を本人から家族
　　　　　　　に説明し、まず了承を得てから本人・スタッフとで検討することとする。また、仮
　　　　　　　に参加することになったとしても、周囲から見て病状が不安定だと思われる場合は、
　　　　　　　直ちにプログラム参加を中止することも本人納得している。

